



























まで懐徳堂の関係資料の中には、その経緯を示すものがほとんどなかったが、 大阪ハリストス正教会司祭、 ダヴィド水口優明氏より正教会の資料をご提供いただき、その詳細を知ることができ 。　
原文は旧字体・旧仮名遣いで書かれているが、本稿で




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て、 ダヴィド水口優明 「なぜ中井木菟麿氏は正教徒になったのか」 （ 『正教時報』二〇〇九年二月）があるが、あくまで正教会側の視点で書かれたものであ ため、以下、懐徳堂側 視点から整理しておきたい。①中井木菟麻呂の正教入信の契機　
木菟麻呂はある日、友人である古林見蔵氏に正教の聴
講を勧められた。その際、 「正教」の二字が強く心線に響き、正教が 「完全無欠」 宗教であることを確信した。これが聴講の発端となる。そして、 「自分は最初『正教』の二字を聴いた時既に天下唯一の宗 であると確信して
翻刻「中井先生懐旧談」 ― 草野友子
89
同時に聴講の念を起したのであるから自分が教に進んだのは教義を委しく聴いて後に信じたのではなくて最初から信じて後に聴いたのである。 」と ように、正 会の教義を聞いて信仰をはじめたのではなく、 「正教」の二字を聞いたときから信じており、 聴講をしたという先後関係であったと振り返っている。②儒教と正教　
懐
徳堂で生まれ幼少期を過ごした木菟麻呂にとって、
「儒教」の教えは深く脳に刻まれていた。しかし、木菟麻呂にとって は「完全無欠な教義」であるとは信じられなかった。そんな中、 「正 」という「完全無欠な宗教」と出合ったわけであるが、これをもって木菟麻呂は儒教と決別したわけでは い。 将来に於て儒教とハリストス との関係又はハリストス を以て儒教を補足すべき点其他種々自分の信仰の告白など書いて現代の学者の為めに世に公にする積りである。 」と言うように、木菟麻呂にとって正 は儒教を補足すべきものであった。　
ただし、木菟麻呂の行動は、懐徳堂関係者には理解さ
れない。木菟麻呂の外祖で、懐徳堂最後の教授 った並河寒泉については、 「自分の正教を奉じ ことを聞て非常に憤激して遂に自分に対して祖孫の縁まで切り果
てはその家の閾を踰えることさえ禁じたのであった。 」と言う。木菟麻呂をかわいがっていた寒泉にとって、木菟麻呂の行動は、信じがたい事実だったのであろう。寒泉は木菟麻呂の弁明には一切耳を傾けず、和解することがないままに死去する。叔母の閏菊も同様に木菟麻呂を許さず、怒りを込めた絶縁状とも取れる和歌を木菟麻呂に送る。それらについて木菟麻呂 、彼らは理由なく立腹したわけではなく、 「孔教擁護」のためであって悪い心はなかった、と振り返っている。儒教 正教、それぞれの教えは木菟麻呂にとって矛盾しないも であっ が、そうした考えは、懐徳堂関係者 は全く受け入れら なかった である。　
その後、木菟麻呂は懐徳堂の再興に奔走し、明治四十









































































」 （ 『大阪あーかいぶず』 、大阪府公文書館、一九九〇年）
などに詳しい。
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